
礼文町建設技術者修学資金貸付条例施行規則

（趣旨）
第１条　この規則は、礼文町建設技術者修学資金貸付条例（令和６年条例第　号。以下「条
例」という。）の施行に関し、必要な事項を定める。
（貸付の申請）
第２条　条例第４条の規定により修学資金の貸付を受けようとする者は、修学資金貸付申請書
（別記第１号様式）を町長に提出しなければならない。
２　前項の申請書には、当該各号に定める書類を添付しなければならない。
(１)　誓約書（別記第２号様式）
(２)　住民票謄本
(３)　連帯保証人の印鑑登録証明書
(４)　進学先の合格証明書
３　前項各号のほか、町長は必要と認める書類の提出を求めることができる。
（貸付の決定通知等）
第３条　町長は貸付を決定した者に対しては、修学資金貸付決定通知書（別記第３号様式）に
よりその旨を通知し、また、貸付をしないと決定した者に対しては、理由を付してその旨を
通知するものとする。
（修学資金の交付及び借用証書）
第４条　修学資金は、前条の規定により貸付の決定を受けた者（以下「貸付決定者」とい
う。）の在学期間中、毎月修学資金として交付する。ただし、特別の理由があるときは、
６ヶ月分をあわせて交付することができる。
２　貸付決定者は、修学資金借用証書（別記第４号様式）を町長に提出しなければならない。
（届出）
第５条　修学資金の貸付を受けた者（以下「借受人」という。）又は連帯保証人は貸付を受け
た修学資金の償還を終るまでの間、次の各号の一に該当するに至ったときは、30日以内にそ
の旨を町長に届出なければならない。
(１)　借受人又は連帯保証人の住所又は氏名に変更を生じたとき。
(２)　借受人が建設技術者として勤務し、勤務場所を変更し、若しくはその業務を廃止した
とき。
(３)　連帯保証人が死亡したとき、又は破産、失踪、その他の事情により適性を失ったと
き。
(４)　借受人が修学資金の借受を辞退するとき。
(５)　借受人が休学し、若しくは停学の処分を受け又は復学したとき。
(６)　借受人が進学先を変更又は退学したとき。

1/7



２　借受人が死亡したときは、連帯保証人又は借受人の遺族はその旨の届出書に死亡診断書ま
た戸籍謄本若しくはこれらに代わり死亡したことが確認できる書類を添えて町長に提出しな
ければならない。
（在職期間の計算）
第６条　条例第９条の規定による在職期間の計算については、借受人が勤務し、又は業務を開
始した日の属する月から退職し又は業務を廃止した日の属する月までの月数により計算する
ものとする。
（償還金の納付）
第７条　条例第７条の規定による貸付金の償還は、町長の発行する納入通知書により納付する
ものとする。
（償還の免除申請）
第８条　条例第９条の規定により修学資金の償還の免除を受けようとする者は、償還免除申請
書（別記第５号様式）を町長に提出しなければならない。
２　町長は前項の申請書を受理したときは、その内容を審査し、免除するかどうかを決定する
ものとする。
３　町長は前項の規定により免除すると決定した者に対してはその旨を、免除しないと決定し
た者に対しては理由を付してその旨を、それぞれ通知するものとする。
（償還の一部免除）
第９条　条例第９条第２項の規定により免除することができる貸付金の償還の債務の額は、当
該借受人に係る貸付金の総額に当該借受人が勤務し、又は業務に従事した期間を乗じて得た
額を条例第９条第１項の規定により、償還の債務の全部の免除を受けることができる勤務、
又は業務従事期間に相当する期間で除して得た額の100分の90に相当する額とする。

附　則
この規則は、令和６年４月１日から施行する。
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別記第１号様式（第２条関係）
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別記第２号様式（第２条関係）
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別記第３号様式（第３条関係）
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別記第４号様式（第４条関係）
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別記第５号様式（第８条関係）
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